
 

 84

 
 
 
 
 
 

 

Freshtalk.blogspot.com 

2007年 9月 7日 

 

 



 

 85

 

 



 

 86

 

www.freshplaza.com  

2007年 9 月 7日 
  

 

 



 

 87

 

 

 
 
 
 

日本農業新聞 

2007年 9月 2日 



 

 88

http://matichon.co.th/prachchat  

2007年 9 月 6日 



 

 89

＜和訳＞ 

Publication : Prachachat  

Date : September 6, 2007 

日本の果物、タイにおけるニッチマーケットを築く 

 

青果展示会「アジア・フルーツ・ロジスティカ 2007」を想像した時には、それぞれの国はどうや

って他国の果物との違いを出すのかと考えてしまう。特に寒冷地果物はどれも見た目は同じようなも

のばかりである。 

これは「プラチャーチャートトゥラキット紙」が、ジャパン・パビリオンと呼ばれる日本からの出

展者のエリアの代表者への特別インタビューを行った際に、最初に投げかけた質問である。 

日本貿易振興機構(JETRO)のバンコク事務所の貿易振興部長の田雑征治氏は、そのように考えてい

なかった。同氏は日本の果実は他国の果実と十分に差別化を図れる長所があると考えている。日本の

果物の長所は、果実のサイズが他国の物より大きいということ、数多くの品種があるということ、美

しい外見、そして自然の豊かな香りだ。 

そして最も大事なのが甘みである。ほとんど酸っぱさを感じさせない。そしてすばらしい香りがす

る。特に桃、リンゴ(フジ)、一度食べてみれば、他国のフジリンゴとはどのように異なっているのか、

説明することが出来る。果肉は甘く、柔らかく、果肉が堅い他国の物とは明らかに異なる。 

品質と安全性ももう一つの日本の果実の長所である。田雑氏は日本はこの点を特に重視していると

述べている。 

「日本は安全性を重視しており、産地から輸出に至るまで徹底した管理を行っている。果実に土が

ついていたり、包装に他のサイズのものが混ざっていたりすると、出荷検査に通ることはない」 

日本の農家はこれらの果実を自分の子供のように大変丁寧に育てている。日本の農家は、必要な果

実だけを選び、他の果実を摘果してしまう。そして害虫の被害に遭わないように袋をかぶせる。肥料

は必要最低限の量だけを使う。そのため残留農薬の心配はいらない。 

田雑氏は日本の農家の生産システムは、輸出向けと同様の検査システムを導入していると述べてい

る。 

日本の果実が長所を持っているとしても、数点の短所を抱えている。それは高価な価格である。ま

た販売ルートが限られているため知名度が低いことも短所である。セントラルワールド 7階のムラハ

タで小さな贈答用の果物かごは一番安いもので 640 バーツ、大きなものは 1万バーツ近くの価格にな

る。 

このような高い価格は田雑氏も認める弱点である。しかし果実の品質、甘さ、そして果実店が提供

するサービスはそれを上回っていると述べている。果実店では果実の選び方、今日食べるのか、二日

後に食べるべきなのかなど、食べ頃のアドバイスを与えてくれる。 

価格面では中国が主要な競合相手となる。中国には日本と近似した果実を揃えており、販売価格は

日本のそれを大きく下回る。品質面に関しては米国および韓国が日本の競合相手となる。この二国は

果実の出荷時期も日本と一致している。 

ジェトロの担当部長は、日タイ経済連携合意(JTEPA)が発効すれば、日本の果実の価格も、最大で

現在から 40%安くなると考えている。 

現在日本の果実に課せられている輸入関税は、なし、桃、柿、リンゴなどで 40%（注：原文通り。

実際はリンゴで１０％、なしで３０％）であり、これらは合意が発効することによって、即刻関税が

撤廃される。なお、今年 12 月（注：原文通り。実際には 11 月 1 日付けで発効）には合意は発効され

ると考えられている。 

その他の果実(メロン、ブドウ)は段階的に関税が引き下げられ 2009 年に 0％になる。またミカン、

イチゴ、サクランボは 2012 年に 0％になる。 

JTEPA は日本政府がタイに対する果実の輸出増加を期待している販売チャネルの一つである。ジェ

トロは輸入関税が引き下げられた時には、タイへの果実の輸出が 30～50％増加すると見込んでいる。

これだけ増加させることが出来れば、満足と考えている。 
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